
総合基本計画等審議会委員アンケート(まちの将来像) 結果まとめ 

 

●回答数：２２件 

 

問１．「まちの将来像」の本題について、各案への感想をお伝えください。 

候補 良い 良くない 
判断しか

ねる 
その他 

ハビタットはびきの 10 3 9 0 

別途タウン はびきの 5 7 10 0 

ベッドタウンからグッドタウンへ 13 2 7 0 

ゆりかごのまち はびきの 9 4 8 1 

幸せの花が芽吹き、煌くのどかなまち 10 2 10 0 

はぴきの市宣言 11 1 10 0 

魅力が息づき 未来を築くまち はびきの 14 1 7 0 

人を育み 歴史を引継ぎ 暮らしを築き 未来を望むまち 11 6 5 0 

幸福構築都市 はびきの 12 4 6 0 

 

＜その他＞ゆりかごのまち はびきの 

・出産・育児支援を全力で取り組むというイメージを与えるが、それにふさわしい政策をとれるのか、

懸念。 

 

問２．現在の本題の各案にあえて順位を付けるとすればどのようになるでしょうか。１～３位でお答えく

ださい。 

候補 1 位 2 位 3 位 総合* 

ハビタットはびきの 4 3 1 19 

別途タウン はびきの 1 0 1 4 

ベッドタウンからグッドタウンへ 4 2 2 18 

ゆりかごのまち はびきの 2 2 2 12 

幸せの花が芽吹き、煌くのどかなまち 0 4 2 10 

はぴきの市宣言 2 3 5 17 

魅力が息づき 未来を築くまち はびきの 3 5 4 23 

人を育み 歴史を引継ぎ 暮らしを築き 未来を望むまち 4 1 2 16 

幸福構築都市 はびきの 1 1 1 6 

＊総合：*1 位:3 点、2位:2 点、3位:1 点とした場合の総合点  

資料１-２ 



問３．「まちの将来像」の副題に関して、現在の候補への感想をお伝えください。 

候補 良い 良くない 
判断しか

ねる 
その他 

食う寝るところに住むところ 7 6 9 0 

しあわせ結ぶ ウェルビーイングのまち 12 3 7 0 

自然の恵みと便利さが織りなす、健やかな日 14 2 6 0 

植える 育む みんなの幸せ 11 2 9 0 

気付いて築く ええとこ ええこと ええ感じ 11 4 7 0 

 

 

問４．現在の副題候補にあえて順位を付けるとすればどのようになるでしょうか。１～３位でお答えくだ

さい。 

候補 1 位 2 位 3 位 総合* 

食う寝るところに住むところ 3 1 3 14 

しあわせ結ぶ ウェルビーイングのまち 5 6 3 30 

自然の恵みと便利さが織りなす、健やかな日 4 5 5 27 

植える 育む みんなの幸せ 3 5 2 21 

気付いて築く ええとこ ええこと ええ感じ 6 1 4 24 

＊総合：*1 位:3 点、2位:2 点、3位:1 点とした場合の総合点 

 

問５．「まちの将来像」全般に関して、その他ご意見等ございましたらお聞かせください。 [※現在の候

補外のご意見、新たな提案等でも構いません。] 

＜将来像の方向性について＞ 

・食、住、商、工の適正な地域の割り振りと、それに伴うインフラ整備 

・元々農村部の住民としては、道が付いて宅地化したり産業が入って発展し、人が増えて暮らしやすくな

ったのだと思いますが、農地が減って風景が変わってしまったことに寂しさも感じます。時代が逆行す

るわけもないとはいえ、暮らしやすさをアピールする標語に田園風景を想起するようなものが無いの

は悲しい限りです。 

・本題と副題につき、独立して感想や順位付けを行いましたが、当然ながら、組み合わせの善し悪しも判

断・評価せねばなりません。 

・ベッドタウンとしての位置づけを維持しつつ、さらなる付加価値の創出を目指す方向性で問題ないと

考えます。都心への近接性、自然とのふれあい、行政サービスの質と量の充実（※効率性の向上が前

提）、そして災害に強いまちづくりなど、羽曳野市の強みを活かせる分野をさらに伸ばし、積極的にア

ピールすることで、KPI として設定されている超過転入を実現できるのではないでしょうか。その過程

を通じて、最終的なアウトカムである市民のウェルビーイングの向上にもつながると期待されます。 

 

 



＜将来像への新たな提案等＞ 

・Habiiwell（ハビウェル）― わたしらしく、生きる街  ハビウェル！ 心地よさで、つながる街 

羽曳野、ハビタブル。  ハビウェル。やさしさが、めぐるまち。 

※ウェルビーイング要素とハビタブル（habitable）＝住みよいということを加えて例えば、こんな感

じもあるかもしれません。 

・「はびきの・ハーモニー」〔H・H〕―やすらぎが生きずくまち― 

 …＜考え方・視点＞ 

世界遺産や歴史遺産を資源（ベース）として保存するとともに、まちづくりに調和する形で生かして

いく 

⑴大規模・集約型から小規模・分散型へ 

⑵災害に強いまちづくり（減災） 

⑶子育てをまちぐるみで 

⑷長寿社会の生きがいづくり（認知症の予防など） 

 


